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「心
こ

春
はる

の１年後」
段　君枝さん

（13頁に紹介記事）

平成22年分確定申告のお知らせ

民生委員・児童委員が改選されました

市民海外交流研修報告澆

奨学資金貸付制度

新年のご挨拶

表紙作品を募集しています
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2 2011年1月号

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
春
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

皆
さ
ま
の
ご
信
任
を
い
た
だ
き
、
２
期
目

の
市
政
の
舵か
じ

取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

市
政
１
期
目
の
４
年
間
は
、
市
政
運
営

の
基
礎
と
な
る
「
南
房
総
市
総
合
計
画
」

を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
立
案

し
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目

指
し
て
行
財
政
改
革
を
実
行
し
な
が
ら
、

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

事
業
や
予
算
の
見
直
し
、
公
共
施
設
の
再

編
を
実
行
す
る
な
か
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
市
政
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

２
期
目
の
４
年
間
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
社

会
資
本
整
備
、
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充

実
、
地
域
公
共
交
通
の
充
実
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
充
実
、
環
境
の
保
全
、
産
業

の
振
興
な
ど
の
施
策
を
さ
ら
に
実
行
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
・
福
祉
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
は
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を
和

田
・
白
浜
地
区
で
設
立
し
、
現
在
は
富

山
・
富
浦
・
三
芳
・
丸
山
・
千
倉
の
５
つ

の
地
区
で
設
立
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
・
医
療
の
充
実
の
た
め
、

医
療
従
事
者
確
保
を
図
る
「
看
護
師
等
就

学
資
金
貸
付
基
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

社
会
資
本
整
備
と
し
て
国
の
経
済
危
機

対
策
に
よ
る
交
付
金
を
活
用
し
た
市
内
全

域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
が
経
済
の

活
性
化
、
生
活
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

地
産
地
消
の
推
進
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
観
光
振
興
、
企
業
の
誘
致
。
地
域
公
共
交

通
充
実
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
も
「
魅
力
の
郷
・
南
房
総
」
実
現

の
た
め
、
各
種
施
策
の
推
進
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
で
は
、
と
か
く
こ
う
し
た
地
域
づ
く
り

の
役
割
を
行
政
に
頼
り
切
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
、
国
・
県
な
ど
暮

ら
し
の
現
場
か
ら
最
も
遠
い
人
び
と
の
手

で
画
一
的
な
施
策
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
反
省
も
あ
っ
て
、
市
で
は
旧

７
町
村
単
位
で
「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
皆
さ
ん
に
直
接
参
加
し
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
誰

も
が
心
の
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
る
、
暮
ら

し
や
故
郷
を
良
く
し
た
い
と
願
う
気
持
ち

を
出
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
固

有
の
自
治
を
創
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
地
域
の
人
び
と
の
「
き
ず
な
」
も

深
ま
り
、
市
民
に
寄
り
添
う
行
政
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
も
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十

二
分
に
果
た
し
つ
つ
、
市
長
と
政
策
面
の

合
意
を
図
り
、
一
丸
と
な
っ
て
新
市
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
、
な
お
一
層
の
ご
支
援

ご
叱
責
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
よ
ろ

こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

個
性
豊
か
な
７
町
村
が
合
併
し
て
６
年

目
に
入
り
ま
す
。
平
成
22
年
12
月
１
日
現

在
の
人
口
が
４
万
３
１
８
９
人
、
こ
の
う

ち
60
歳
以
上
が
２
万
１
６
０
人
、
率
に
し

て
47
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
21
年
度
の
出
生

数
は
２
０
２
人
と
、
少
子
高
齢
化
が
ハ
イ

ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、

延
長
さ
れ
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
で
、
残
念
な
が
ら
当
市
も
そ
の
要
件

を
十
分
満
た
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
状
を
ど
う
と
ら
え
、
打
開
し

て
い
く
の
か
。
今
ま
で
と
異
な
っ
た
自
治

（
地
域
づ
く
り
）
の
在
り
方
を
探
求
し
、
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。自

分
の
住
む
地
域
を
良
く
し
た
い
と
願

う
の
は
、
誰
も
が
抱
く
思
い
で
す
が
、
今

南
房
総
市
議
会
議
長

川
名
晴
作

新
年
の
ご
挨
拶 
新
年
の
ご
挨
拶 

南
房
総
市
長

石
井
　
裕
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　平成22年は、ゆめ半島千葉国体で2競技が市内で開催されたのをはじめ、さまざまな事業
が進められました｡ 
　これら多くの出来事や事業の中から、職員が市政10大ニュースを選びました｡ 

内　　　　　容 順位 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

第65回国民体育大会「ゆめ半島千葉国体」開催（9月） 
・市内では自転車競技（ロード・レース）と軟式野球競技を実施。
　期間中、天皇皇后両陛下が南房総市を行幸啓されました。 

光ファイバー幹線網の整備開始（8月） 
・平成23年3月の光ファイバー開通を目指して、幹線網整備が始まりました。南房総市は事 
　業者が整備しにくい条件不利地域のなかでは、日本で初めて市内全域でフレッツ・テレビ 
　が見られるようになります。 

協働推進体制スタート（7月） 
・モデル地区として協働のまちづくりを進めてきた白浜地区、和田地区でそれぞれ地域づく 
　り協議会が設立されました。ほかの地区でも地域づくりを考える会が発足し、地域づくり 
　協議会設立に向けた活動が始まりました。 

和田地区の公共施設再編（4月） 
・公共施設再編により、和田コミュニティセンター内に支所と公民館機能を移転しました。 

白浜中学校新校舎・屋内運動場が完成（3月） 
・新校舎は、鉄筋コンクリートづくりの2階建て。延べ床面積は3,580裃。屋内運動場は、 
　鉄筋コンクリートづくり（一部鉄骨づくり）、延べ床面積は1,148裃。 

市消防団第4支団第4分団が千葉県消防操法大会で第3位に輝く（7月） 
・第4支団（白浜地区）第4分団がポンプ車の部で、南房総市として初めて優良賞に入賞しま 
　した。 

生涯学習人材バンク「まちの先生」制度開始（6月） 
・知識や経験、技能などを地域社会で役立てたいと思う人が登録し、団体やグループから講 
　師を求められたときに紹介します。 

自主学習塾「土曜スクール」開始（10月） 
・中学生を対象に毎週土曜日、保護者や有志などで運営される 
　自主学習塾が始まりました。 

市長選挙・市議会議員一般選挙執行（4月） 
・市長選挙では無投票で石井市長が2期目の再選を果たし、 
　市議会議員一般選挙では23人の議員が選ばれました。 

道路整備進む（3月・4月・7月） 
・市道丸山7号線（3月）、安房グリーンライン（4月）、 
　県道外野勝山線「市部バイパス」（7月）がそれぞれ全線 
　開通しました。 

発表 1010大 平成22年 
南房総市 
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館
山
税
務
署
は
、
２
月
16
日
（
水
）
か
ら

３
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
確
定
申
告
期
間
中
、

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
還
付
申
告
書
の
提
出

は
２
月
15
日
（
火
）
以
前
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
早
期
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
、
申
告
書
の
受
け
付
け
は
閉
庁
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
）
に
は
行
い
ま
せ
ん
が
、

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
）、
郵
便
、
信
書

便
に
よ
る
送
付
ま
た
は
税
務
署
の
時
間
外
文

平
成
22
年
分
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

書
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り
可
能
で
す
。

申
告
期
限
間
近
は
、
大
変
混
雑
し
、
長
時

間
待
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は

自
分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類
は
、
申
告
書
の
裏
面
に
貼
ら
ず
、

添
付
書
類
台
紙
な
ど
に
貼
っ
て
申
告
書
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
の
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

館
山
税
務
署

蕁
22
│
０
１
０
１
（
代
表
）

自
動
音
声
の
案
内
に
従
い
、
所
得
税
・

消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る

相
談
は
「
０
」、
そ
の
他
の
税
金
の
相
談
は

「
１
」、
税
務
署
か
ら
の
照
会
や
お
尋
ね
、

職
員
に
用
事
の
あ
る
人
は
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

小
規
模
納
税
者
の
所
得
税
、
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
な
ら
び
に
年
金
受
給
者
お
よ

び
給
与
所
得
者
の
所
得
税
の
申
告
（
土
地
、

建
物
お
よ
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る

場
合
を
除
く
）
が
対
象
で
す
。

・
確
定
申
告
書
も
提
出
で
き
ま
す
。

・
来
場
の
際
、
送
付
さ
れ
た
申
告
書
な
ど
、

印
鑑
、
筆
記
具
お
よ
び
計
算
器
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
20
年
分
、
平
成
21
年
分
の
確
定
申
告

書
の
控
え
お
よ
び
収
支
内
訳
書
な
ど
の
控

え
が
あ
る
場
合
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

館
山
税
務
署

蕁
22
│
０
１
０
１
（
代
表
）

期
間

２
月
16
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
別
館
１
、
富
山
支
所
、

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
白
浜
支

所
、
千
倉
支
所
、
丸
山
公
民
館
、
和
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

詳
し
く
は
、
お
知
ら
せ
版
２
月
号
と
あ

わ
せ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
蕁
33
│
１
０
２
３

納
税
者
自
身
が
障
害
者
で
あ
る
場
合
ま
た

は
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の

う
ち
に
障
害
者
が
い
る
場
合
に
は
、
所
得
金

額
か
ら
障
害
者
１
人
に
つ
い
て
27
万
円
（
特

別
障
害
者
で
あ
る
場
合
は
40
万
円
）
の
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ

る
人
が
在
宅
療
養
を
行
う
た
め
に
、
医
師
の

継
続
的
な
診
療
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
そ
の

医
師
と
適
切
な
連
携
の
も
と
に
次
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
利
用
し
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
の
費
用
（
利
用
者
負
担
額
）
は
、
医

療
費
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

県
税
理
士
会
館
山
支
部
が
行
う

所
得
税
お
よ
び
消
費
税
な
ど
の

無
料
申
告
相
談

障
害
者
控
除

在
宅
療
養
の
介
護
費
用
の
医
療
費
控
除

平
成
22
年
分
の
申
告
と
納
税

障障
害害
者者
なな
どど
のの

控控
除除
のの
種種
類類

住
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の

確
定
申
告
の
受
け
付
け

平成22年分の税目と申告期間

所得税・消費税などの無料申告相談

税　　　目 期　　　間 

所 得 税  2月16日（水）から 
3月15日（火）まで 

2月　1日（火）から 
3月15日（火）まで 贈 与 税  

個 人 事 業 者 の  
消費税および地方消費税 

3月31日（木）まで 

と　き 時　　　間 ところ 

 
午前9時30分から 

正午まで 
午後1時から 
午後3時30分まで 

※混雑した時は、受
　け付けを早めに締
　め切る場合があり
　ます。 

2月1日（火） 

2月2日（水） 

2月3日（木） 

2月4日（金） 

南房総市役所 
千倉支所 

（1階事務室） 

館山コミュニティ 
センター 

（第1集会室） 

鴨川市役所 
（4階大会議室） 



市
内
に
居
住
し
、
在
宅

で
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど

に
介
護
を
必
要
と
す
る
人

に
無
料
で
紙
お
む
つ
を
給

付
し
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限
１
月
28
日（
金
）

給
付
月

３
月
　

給
付
日
は
、
後
日
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み

市
社
会
福
祉

協
議
会
各
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
地
域
福
祉
班
）

蕁
44
│
３
５
７
７

52011年1月号

治
療
上
適
切
な
ス
ト
マ
用
装
具
を
消
耗
品

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
医
師
が
認
め
、
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た

人
は
、
ス
ト
マ
用
装
具
に
か
か
る
費
用
は
、

医
療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
を
利

用
し
て
い
る
人
の
医
療
費
控
除
の
対
象
は
、

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
に
限
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

に
、
医
師
が
発
行
し
た
証
明
書
と
ス
ト
マ

用
装
具
代
の
領
収
書
を
確
定
申
告
書
に
添

付
す
る
か
、提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

館
山
税
務
署

蕁
22
│
０
１
０
１
（
代
表
）

社
会
福
祉
課

蕁
36
│
１
１
５
１

ス
ト
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
・
蓄
尿

袋
）
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除

平
成
22
年
度
第
4
回
申
し
込
み
受
付

介
護
用
紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す

補正予算第4号は、10月の豪雨による被災箇所の災害復旧経費について専決処分をしたもので、補
正予算第５号は、給与改定に伴う職員などの人件費の減額、国・県の補助事業採択による追加など
です｡

平成22年度　南房総市一般会計補正予算第4号・第5号

補正前予算額 今回補正額 補正後予算額 

第　4　号 

第　5　号 

209億3,910万9千円 

209億4,992万円 

1,081万1千円 

2億2,103万6千円 

209億4,992万円 

211億7,095万6千円 

対象となるサービス 手続き方法 

　障害者自立支援法に基
づく市町村が実施する地
域生活支援事業訪問入浴
サービス 

　医療費控除を受ける際に、
市の発行する「在宅介護費用
証明書」と訪問入浴サービス
利用決定書などの写しを確定
申告書に添付するか、提示する。 

　障害者自立支援法に基
づく福祉サービス（居宅
介護、重度訪問介護、短
期入所、重度障害者等包
括支援） 

　医療費控除を受ける際に、指定
障害者福祉サービス事業者などの
発行する「障害福祉サービス利用
者負担額証明書」と市の発行する
受給者証などの写しを確定申告書
に添付するか、提示する。 

対象年齢・生年月日  

紙おむつ給付事業 高齢者介護用品支給事業 
（非課税世帯） 

対象者 

品　目 

提出書類 

①要介護認定3・4・5の人 
②身体障害者手帳1・2級の人 
③精神障害者保健福祉手帳および 
　療育手帳をお持ちの人 

①65歳以上で要介護4・5の人 
※前年度市民税非課税世帯に属する高齢者
　または介護者 

①紙おむつ 
　（サイズにより、約50～60枚） 
②尿とりパット（約80枚） 
③フラットタイプ（約120枚） 
※どれか1品目 

①紙おむつ 
②尿とりパット 
③紙パンツ 
※1回あたり25,000円以内 

①紙おむつ給付申請書 
②介護保険証または障害者手帳
　の写し 

①高齢者介護用品支給申請書 
②介護保険証の写し 
③購入希望先業者の見積書 
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
応
援
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
人
や
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

12
月
１
日
（
水
）
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お

よ
び
主
任
児
童
委
員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
千
葉
県
知
事
か
ら
の

委
嘱
で
、
任
期
は
平
成
25
年
11
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
で
す
。

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
関
係
行
政
機

関
な
ど
に
連
絡
す
る
な
ど
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
地
域
の
相
談
役
と
し
て
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
も
兼
ね
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
担
っ
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委

員
は
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
者
の
秘
密
を

守
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

困
っ
た
ら
ま
ず
相
談
を

委員別 氏　名 担　当　区　域 

富浦地区 

民生委員・ 
児童委員 

柴山　正子 

石井　榮治 

柴山香代子 

小栗　富夫 

出口　素弘 

小林　正子 

福原賢太郎 

吉田　芳江 

南無谷区（１～4番組）          

南無谷区（5～9番組）          

南無谷区（10～14番組）          

豊岡区（１～5番組）          

豊岡区（6～10番組）          

原岡区（１～4・16（３－２除く）番組）  

原岡区（3－2・5・6・12～15・17・22番組） 

原岡区（7～11・18～21番組） 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

岡野　　明 

酒井　敏昭 

辻　　和夫 

石井　一保 

忍足　元美 

平島　洋子 

小林　保江 

石井　洋子 

多田良区（１～5・18・19番組） 

多田良区（6～10・21番組） 

多田良区（11～17・20番組） 

青木区・深名区（谷を除く） 

深名区（谷）・福沢区・丹生区 

大宮区（宮本・大津・手取・居倉） 
 

全地区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

三芳地区 

民生委員・ 
児童委員 

岡田　和子 

出山　茂生 

安藤　建夫 

安西　正迪 

網代　　裕 

見月　仁一 

原田　茂行 

米田　利和 

増間区 

上滝田区 

下滝田区 

千代区・三坂区 

上堀区・下堀区 

谷向区・川田区 

海老敷区・山下区・大学口区 

明石区・本織区（不入斗・番場・川間） 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

神作　典子 

郡司　幹夫 

吉田　明美 

岡闢�　章 

古宮　民雄 

田村　惠子 

菅沼　恭子 

本織区（根方・延命寺・市場・宇戸） 

府中区 

池之内区・中区 

御庄区 

山名区  
 

全地区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

富山地区 

民生委員・ 
児童委員 

池田　文雄 

池田香代子 

新藤　　薫 

忍足よね子 

川闢�雅是 

吉野　正子 

笹本　伸男 

山口　善治 

川名千津子     

永井　正一 

久枝区（1・2組） 

久枝区（3・4組）  

市部区（1・2組） 

市部区（3組） 

竹内区 

高崎区（下り松･岡・本町） 

高崎区（出口･浜下） 

小浦区  

宮谷区・合戸区 

ニ部区・検儀谷区 

 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

坂本　洋夫 

川名　和子 

羽山健一郎 

黒川　幸子 

池田　孝夫 

座間　幸夫 

釼持美千惠 

朝倉　幸子 

石井　紀子 

平久里中区          

山田区          

荒川区          

井川区          

吉沢区          

平久里下区（大塚を除く）          

犬掛区・平久里下区（大塚）          
 

全地区  

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
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委員別 氏　名 担　当　区　域 

白浜地区 

千倉地区 

民生委員・ 
児童委員 

石田　裕子 

渡辺　春治 

渕辺　弘一 

押本　忠光 

小谷由美子 

藤井　昭雄 

平間　栄江 

早川　敏男 

乙浜区 

塩浦区 

名倉区  

原区 

小戸区 

下沢区  

青木区 

島崎区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

宇山　暢子 

本橋　正仁 

森田　純示 

鈴木　龍芳 

早川美重子 

岩田　弘子 

石井富士子 

吉田　敏子 

東横渚区 

西横渚区 

川下区 

本郷区 

砂取区 

根本区 
 

全地区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

丸山地区 

民生委員・ 
児童委員 

高梨みさ子 

御子神　貢 

眞田　邦彦 

吉野八重子 

平井惠美子 

小嶋ひさ代 

實方　堯年 

大井区 

川谷区・御子神区・石堂原区 

宮下区 

西原区・小戸区 

前田区・丸本郷区・石神区 

珠師ケ谷区・石堂区 

岩糸区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

鈴木　雅子 

景山　洋子 

樋口　徳明 

青木　純子 

小澤　美江 

小澤　一枝 

青木由貴乃 

 

加茂区 

沓見区 

安馬谷区（安馬谷古川）・古川区 

安馬谷区（安馬谷古川除く） 

仲原区・三嶋区・真野区・峰区 
 

全地区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

和田地区 

民生委員・ 
児童委員 

大溝　　進 

安田まり子 

石井　敦子 

岡田しげ子 

川名　敏行 

鈴木　恒雄 

黒川　輝雄 

渡辺　義雄 

北見　和美 

花園区・（小浦区） 

柴区 

仁我浦区 

和田区 

真浦区・（小浦区） 

小川区 

下区 

中区 

上区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

相川　　泉 

荻原　征男 

小池　正男 

木下千鶴子 

池田　幸雄 

小幡　　亨 

下田ひろみ 

庄司　仁美 

白渚区 

下三原区 

中三原区 

松田区 

海発区 

沼区 
 

全地区 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

大橋　浩子 

山口　洋子 

込山　惠子 

坂本　　豊 

川名　京子 

石井　要一 

山口　　悟 

上田　千鶴 

鈴木　瑞子 

清宮　和子 

堀江ルミ子 

鈴木　健史 

小山富貴惠 

闍木　正子 

蜂谷　久義 

武内　智子 

鈴木　　文 

白間津区（1・2・3・5組） 

白間津区（4・6・7組） 

大川区 

千田区 

平磯区 

川口区 

忽戸区（忽戸・蓮台枝） 

平舘区（1・2・3・8組） 

平舘区（4・5・6・7組） 

平舘区（9・10・12・13組） 

平舘区（11・14・15組） 

北千倉区（1・2・3・4組） 

北千倉区（5・6・7組） 

南千倉区（1・2・8・9組） 

南千倉区（5・6・7組・マンション含む） 

南千倉区（3・4・10・11組） 

寺庭区（1・2・4組） 

 

委員別 氏　名 担　当　区　域 

民生委員・ 
児童委員 

主　　任 
児童委員 

闍梨　啓子 

鈴木　弘子 

佐藤　正子 

石井　康雄 

竹林　久子 

和田　　稔 

関　美代子 

齋藤　政美 

石井とみ子 

小滝　信道 

平川　雅子 

礒部　純子 

太田　忠孝 

代田　宗一 

闍橋　悦子 

早川　惠子 

寺庭区（3・6・10・13組） 

寺庭区（5・9・12組） 

寺庭区（7・8・11組） 

谷津区・岡頼田区 

大貫区・川戸区 

宇田区・上瀬戸区 

下瀬戸区（長井・馬場・西ノ原・稲子沢） 

下瀬戸区（駅前）  

椎の木原区 

下瀬戸区（矢原） 

牧田区 

白子区（川端・東浜・元田中・元田上） 

白子区（白子南・白子北） 

川合区・久保区         
 

全地区  

問い合わせ　社会福祉課　蕁36－1151



聞
か
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
坂
本
さ
ん
か
ら
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
へ
、「
教
室
に
入
っ
た
と
き
、
み

ん
な
が
大
き
な
声
で
『
こ
ん
に
ち
は
』
と

言
っ
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
感
謝
の

気
持
ち
を
も
っ
て
、『
あ
り
が
と
う
』
と
素

直
に
言
え
る
子
に
な
っ
て
ね
」
と
お
話
が

あ
り
、
教
室
が
終
了
し
ま
し
た
。

市
観
光
協
会
（
井
野
宏
一
会
長
）
で

「
南
房
総
の
夏
の
思
い
出
」
を
テ
ー
マ
に
募

集
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
１
０
３
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
夏
祭

り
・
花
火
大
会
部
門
に
31
点
、
２
０
１
０

夏
の
思
い
出
部
門
に
72
点
で
す
。

審
査
は
、
地
元
の
写
真
家
、
安
藤
十
三

男
さ
ん
を
審
査
委
員
長
に
迎
え
、
井
野
宏

館
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
千
葉
地

方
法
務
局
館
山
支
局
は
、
11
月
30
日
（
火
）、

七
浦
小
学
校
（
岡
闢
靖
校
長
）
の
３
・
４

年
生
児
童
20
人
を
対
象
に
、
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
る
「
人
権
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

人
権
教
室
は
、
小
学
生
の
児
童
を
対
象

に
、「
い
じ
め
の
な
い
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
に

つ
い
て
考
え
、
人
権
尊
重
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

教
室
の
先
生
役
は
、
同
校
の
卒
業
生
で

も
あ
る
、
人
権
擁
護
委
員
の
坂
本
文
蔵
さ

ん
が
務
め
ま
し
た
。

教
室
の
内
容
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
の

坂
本
さ
ん
の
講
話
と
人
権
ビ
デ
オ
「
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
の
鑑
賞
で
し
た
。

ビ
デ
オ
鑑
賞
の
後
、「
い
じ
め
は
し
ち
ゃ

い
け
な
い
よ
」
と
か
、「
あ
や
か
ち
ゃ
ん
、

ま
り
ち
ゃ
ん
が
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
て

良
か
っ
た
」、「
犬
の
コ
ロ
が
、
み
ゆ
き
に

〝
い
じ
め
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
〞
と
言
っ
て
い

た
ん
だ
よ
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
が
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一
観
光
協
会
長
、
各
支
部
長
な
ど
18
人
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

山
口
　
正
明
「
夏
の
浜
辺
」

優
秀
賞
　

土
岐
　
千
尋
「
祭
礼
の
賑
わ
い
」

源
間
　
憲
一
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

〜
原
岡
海
岸
〜
」

夏
祭
り
・
花
火
大
会
部
門
賞

Ｙ
ｏ
ｕ
ｓ
ｕ
ｋ
ｅ
「
花
火
見
物
」

２
０
１
０
夏
の
思
い
出
部
門
賞

川
江
　
静
義
「
初
め
て
の
ぶ
ど
う
狩
り
」

佳
作小

栗
山
　
秀
男
「
潮
風
王
国
寸
景
」、
君

塚
　
義
美
「
灯
台
の
下
で
盆
踊
り
」、
鈴
木

裕
子
「
酪
農
の
さ
と
」、
中
瀬
　
龍
彦
（
明

星
学
園
小
学
校
）「
波
と
足
あ
と
」、
小
野

千
晶
（
明
星
学
園
小
学
校
）「
夏
の
原
っ
ぱ
」

11
月
27
日
（
土
）、
市
民
環
境
大
学
が
閉

講
し
ま
し
た
。

市
民
環
境
大
学
は
、
９
月
４
日
（
土
）

に
第
１
回
が
始
ま
り
、
11
月
27
日
（
土
）

ま
で
７
回
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講

義
に
は
、
市
民
59
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
講
義
７
回
中
５
回
以
上
の
出
席
者
28
人

に
「
修
了
証
」
を
、
ま
た
６
回
以
上
出
席

の
16
人
に
エ
コ
リ
ー
ダ
ー
「
認
定
書
」
を

交
付
し
ま
し
た
。

こ
の
市
民
環
境
大
学
は
、
全
国
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠

出
金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

育
も
う
、
人
権
の
心

人
権
教
室
を
開
催
し
ま
し
た

第
３
回
南
房
総
市

観
光
協
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

市
民
環
境
大
学
閉
講

七浦小学校で行われた人権教室

認定証を渡す石井市長

最優秀賞「夏の浜辺」山口　正明さん
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私
は
、
こ
の
19
日
間
の
こ
と
を
一
生
忘

れ
な
い
で
し
ょ
う
。

自
分
一
人
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
行
動
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
、
日
本
に
い
た
ら
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
け
れ
ど
、
文
化
や
言
葉
の
違
い
も

大
変
で
し
た
。

ま
ず
、
初
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
族
と
ど
の
よ
う
に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
が
一
番
不
安
で
し
た
。
食
事
の

と
き
も
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
常
に
持
っ

て
い
る
状
態
で
、
日
本
で
は
あ
ま
り
見
慣

れ
な
い
食
事
風
景
で
し
た
。

２
日
目
か
ら
学
校
に
登
校
し
、
ロ
シ
ア

と
メ
キ
シ
コ
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
最

初
の
う
ち
は
、
ま
っ
た
く
英
語
が
話
せ
ず
、

他
の
国
の
子
と
す
ぐ
に
は
友
達
に
な
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
英
語
が
難
し
い
と
い
う
よ

り
本
当
に
先
生
の
話
す
ら
聞
き
取
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
少
し
ず
つ
聞
き
と
れ
は
じ
め

て
、
自
分
か
ら
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
、
い

志
学
館
高
校
１
年
　

松
　
山
　
志
　
歩
さ
ん

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
観
光
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

特
に
私
の
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
動
物
園
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
、
ま
だ
カ

ナ
ダ
に
来
て
１
日
し
か
経
っ
て
い
な
か
っ

た
の
に
、
カ
ナ
ダ
は
い
い
と
こ
ろ
だ
な
と

感
じ
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。
派
遣
研
修
団

の
子
と
も
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
仲

良
く
な
り
ま
し
た
。

動
物
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ヤ
ギ
小
屋

の
掃
除
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
一

日
中
ほ
と
ん
ど
活
動
し
っ
ぱ
な
し
で
、
暇

な
日
な
ど
一
日
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
で
、
一
日
が
終
わ
る
と
と
て
も
疲
れ

て
大
変
で
し
た
。

し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
気
を

遣
っ
て
休
ま
せ
て
く
れ
た
り
、
家
族
全
員

で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
た
り
、
本
当
に
優
し
い
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
英
語
は
易
し
く

て
、
ゆ
っ
く
り
言
っ
て
く
れ
る
の
で
と
て

も
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
、
学
校
が
休
み

の
日
に
山
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ダ
の
素
晴
ら

し
い
自
然
と
景
色
に
感
動
し
ま
し
た
。

私
は
こ
の
19
日
間
で
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
番
に
感
謝
し
た
い
の
は
私
の
家
族
で

す
。
両
親
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
の
体
験
に

参
加
で
き
た
の
だ
か
ら
、
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
19
日
間
ず
っ
と
近
く

に
い
て
く
れ
た
11
人
の
友
達
や
引
率
し
て

く
れ
た
安
藤
さ
ん
に
も
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

私
は
こ
の
19
日
間
で
英
語
と
カ
ナ
ダ
に

つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
人
に
感
謝
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

７
月
25
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で
、カ
ナ
ダ
へ
の 

高
校
生
海
外
派
遣
に
参
加
し
た
、松
山
志
歩
さ
ん
の

交
流
研
修
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。 

みんなで日本の文化を紹介しました

カナダのスクールメイトと一緒に学校で カナダの休日も楽しく過ごしました



10 2011年1月号

2人に１人が がんにかかる時代です

年１回がん検診を
受けましょう問い合わせ問い合わせ  健康増進課健康増進課  蕁 36 36－11521152問い合わせ  健康増進課  蕁 36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

が
ん
検
診
は
前
立
腺
が
ん
検
診
の
よ
う
に
血

液
検
査
で
簡
単
に
検
査
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
胃
が
ん
検
診
で
は
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
身
体
的
負
担
や
心
理

的
負
担
が
大
き
い
も
の
も
あ
り
、
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
を
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

た
だ
、
困
っ
た
こ
と
に
、
ほ
と
ん
ど
の
が
ん
は

自
覚
症
状
な
く
進
行
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
症

状
が
出
て
か
ら
で
は
早
期
発
見
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
発
見
し
て
こ
そ

早
期
発
見
と
い
え
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

が
ん
は
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
や
治
療
の
進

歩
に
よ
り
、
以
前
の
よ
う
に
恐
ろ
し
い
病
気
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
治
療
法
の
選
択
肢
も
増
え
て
お
り
、

心
身
へ
の
負
担
が
少
な
い
内
視
鏡
手
術
も
確
立

さ
れ
て
い
ま
す
。
検
診
に
よ
っ
て
、
発
見
が
早

け
れ
ば
、
命
が
失
わ
れ
る
確
率
は
格
段
に
下
が

り
ま
す
。

①
新
規
で
が
ん
検
診
の
対
象
と
な
る
人
は
登
録

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
１

月
20
日
頃
「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込
書
」
を

送
付
し
ま
す
。

②
平
成
21
年
度
ま
た
は
平
成
22
年
度
に
希
望
す

る
検
診
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
登
録
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

③
①
②
以
外
の
人
は
希
望
す
る
検
診
を
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
が
ん
検
診
は
年
齢

に
よ
り
受
診
で
き
る
年
齢
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

検
診
の
種
類
に
よ
り
、
登
録
制
に
な
っ
て
い

る
検
診
（
毎
年
の
申
し
込
み
は
不
要
）
と
登
録

制
に
な
っ
て
い
な
い
検
診
（
対
象
と
な
る
年
齢

時
に
申
し
込
み
が
必
要
な
検
診
）
が
あ
り
ま
す
。

結
核
・
肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／
前
立

腺
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん
検
診
／
乳
が
ん
検

診
／
子
宮
が
ん
検
診

登
録
制
に
な
っ
て
い
る
検
診
は
毎
年
の
申
し

込
み
が
不
要
で
、
検
診
を
受
診
す
れ
ば
、
翌
年

も
「
検
診
を
希
望
す
る
」
と
し
て
登
録
さ
れ
、

案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年

連
続
し
て
受
診
し
な
い
と
、
登
録
が
取
り
消
さ

れ
、
案
内
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
再
度
、

検
診
を
希
望
す
る
と
き
は
電
話
で
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
／
成
人
歯
科
検
診
／

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
／
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
と
な
る
年
齢
時
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
（
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
）。

が
ん
検
診
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の

種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ

れ
ば
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
が
ん
検
診
が
必
要
か

登
録
制
に
な
っ
て
い
る
検
診

登
録
制
に
な
っ
て
い
な
い
検
診

が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は

が
ん
検
診
登
録
制
度
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新
規
に
検
診
の
対
象
と
な
る

人
に
「
が
ん
検
診
等
登
録
申
込

書
」
を
送
付
し
ま
す
。
検
診
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
な
ど
の
登
録
状
況

を
確
認
し
た
り
、
申
し
込
み
の

変
更
を
し
た
い
と
き
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

がん検診等登録申込書が送付される対象者と検診の種類

が
ん
検
診
等

登
録
申
込
書
を

送
付
し
ま
す

年　齢 対象がん検診 生　年　月　日 

20歳女性 

30歳女性 

35歳男性 

35歳女性 

36～39歳男女 

40歳男性 

40歳女性 

45歳女性 

50歳男性 

50歳女性 

55歳女性 

60歳男性 

60歳女性 

65歳女性 

70歳男性 

70歳女性 

子宮がん検診 

乳がん検診 

生活習慣病予防健診 

生活習慣病予防健診 
骨粗しょう症検診 
 

前立腺がん検診 
成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 
成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 
成人歯科検診 

生活習慣病予防健診 

結核・肺がん検診 
胃がん検診 
大腸がん検診 
肝炎ウイルス検診 
成人歯科検診 

結核・肺がん検診 
胃がん検診 
大腸がん検診 
肝炎ウイルス検診 
骨粗しょう症検診 
成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

骨粗しょう症検診 

成人歯科検診 

骨粗しょう症検診 

成人歯科検診 

平成　3年4月１日～平成　4年3月31日 

昭和56年4月1日～昭和57年3月31日 

昭和51年4月1日～昭和52年3月31日 

 

 

 

 

 

昭和21年4月1日～昭和22年3月31日 

昭和16年4月1日～昭和17年3月31日 

昭和16年4月1日～昭和17年3月31日 

昭和26年4月1日～昭和27年3月31日 

昭和31年4月1日～昭和32年3月31日 

昭和26年4月1日～昭和27年3月31日 

昭和36年4月1日～昭和37年3月31日 

昭和36年4月1日～昭和37年3月31日 

昭和41年4月1日～昭和42年3月31日 

昭和46年4月1日～昭和47年3月31日 

昭和46年4月1日～昭和47年3月31日 

昭和47年4月1日～昭和51年3月31日 

昭和51年4月1日～昭和52年3月31日 
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と　　き 1月22日（土）
午後1時30分から午後3時まで　

と こ ろ 千倉保健センター　3階
対　　象 市民、事業者の皆さん（在勤・在学者可）
定　　員 100人程度　参加費無料
内　　容 ①「地元の自然と外来生物について」

（1時間程度）
講師　千葉県立中央博物館　斎木　健一さん
②「ごみの減量化と地球温暖化対策の取
り組みについて」 （30分程度）

説明　千葉県地球温暖化防止活動推進員
寺山　和彦さん

申込方法 住所、氏名、電話番号を環境保全課へ
ご連絡ください｡

Ｎo.43

エコ★ニュースエコ★ニュース
環境保全課  蕁 33－1053

【今月の環境標語】

「エゴはだめ　みんなでやろう
エコ活動」

環境標語コンテスト最優秀賞
千倉中学校１年　堀江　美咲さんの作品

＜標語の趣旨＞ 自分勝手（エゴ）はやめて、みんなで協力（エコ）すれ
ば、温暖化対策などになるという思いから作りました。

環 境 に つ い て も っ と 知 ろ う ！

ー家族で環境問題について話し合ってみませんか－

環
境
学
習
に
取
り
組
む

小
学
生
と
中
学
生
の
皆
さ
ん

小、中学校で行っている学校の環境学習
会では、専門の講師が環境問題について、
子どもたちにわかりやすく教えています。

市環境基本計画で、市は子どもから大人まで環境を学ぶ場を提
供し、推進していくこととしています。また、市民や事業者の取
り組みとして、環境に関する講演会などに積極的に参加し、家庭
で環境問題について話し合う機会を持ったり、環境保全活動を実
践するなどの具体例を示しています。
市では現在、小、中学生を対象に環境学習の取り組みを進めて

います。豊かな地域環境を次世代の子どもたちに引き継いでいく
には、一人ひとりが環境について良く知り、考え、生活スタイル
を見直していくことが必要です。環境について学んだことを家族で話し合い、みんなで協力しなが
ら環境にやさしい取り組み（エコ活動）を始めましょう。

富浦中の全校生徒

三芳小4年生長尾小4年生

市民・環境学習会のお知らせ
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暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 
12月21日（火）に実施されました
● 南房総の食を皿までなめろう！プロジェクト第2弾
● 市成人式
● 市新春賀詞交歓会

12月定例記者会見

ら
、
貸
し
付
け
を
受
け
た
倍

の
期
間
内
に
月
賦
均
等
方
式

に
よ
り
、
償
還
す
る
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
　

蕁
46
│
２
９
６
２

と
き

２
月
４
日
（
金
）
午
後

２
時
か
ら
（
開
場
午
後
１
時

30
分
）

と
こ
ろ

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

内

容

千
葉
県
電
子
自
治
体

共
同
運
営
協
議
会
に
よ
り
、

新
シ
ス
テ
ム
の
全
体
的
な
説

明
や
画
面
イ
メ
ー
ジ
の
紹
介
、

運
用
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
建
設
・
不

動
産
業
課
か
ら
、
経
営
事
項

審
査
改
正
に
関
す
る
説
明
も

行
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
政
課

蕁
33
│
１
０
２
２

Ｊ
Ｒ
内
房
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
合
わ
せ
、
う
ら
ら
号
（
Ｊ
Ｒ

富
浦
駅
〜
和
田
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
の
ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正

し
ま
し
た
。
新
時
刻
表
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課

蕁
33
│
１
０
０
１

応
募
資
格

平
成
17
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
、
聴
覚
に

障
害
の
あ
る
幼
児
、
こ
と

ば
・
発
達
な
ど
に
遅
れ
の
み

ら
れ
る
幼
児

募
集
人
数

３
歳
児
・
４
歳
児
・

５
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

受
付
期
間

１
月
24
日
（
月
）

か
ら
２
月
10
日
（
木
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

入
学
選
考
日

２
月
16
日
（
水
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
立
館
山
聾
学
校
　

蕁
27
│
２
４
９
０

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
大

学
な
ど
に
入
学
が
決
定
ま
た
は

在
学
す
る
者
に
、
修
学
上
必
要

な
学
資
を
貸
し
付
け
ま
す
。

貸
付
条
件

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
引

き
続
き
１
年
以
上
居
住
し

て
い
る
者
ま
た
は
、
市
内

に
住
所
を
有
し
、
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
者
の
子
弟

②
学
業
成
績
が
す
ぐ
れ
、
性

行
が
正
し
い
者
　

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修

学
が
困
難
な
者

※
選
考
基
準
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
金
額
（
月
額
）

高
等
学
校
　
　
２
万
円
以
内
　

専
修
学
校
専
門
課
程
　

４
万
円
以
内

大
学
　
　
　
　
４
万
円
以
内

※
専
修
学
校
専
門
課
程
と

大
学
は
、
入
学
準
備
金

と
し
て
30
万
円
以
内

（
１
回
の
み
）
を
貸
し
付

け
ま
す
。

貸
付
利
子

無
利
子

償
還
方
法

貸
付
期
間
満
了
月

か
ら
起
算
し
て
１
年
後
か

奨
学
資
金
貸
付
制
度

「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス

テ
ム
」
お
よ
び
経
営
事

項
審
査
改
正
に
伴
う
受

注
者
説
明
会

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

今月の表紙　｢心
こ

春
はる

の１年後｣ 段　君枝さん(三芳地区)
ヒーリング（癒し）の勉強でハワイ・オアフ島に滞在していたときに、ハ
ワイアンキルトに出会いました。それから自分の手で何かを作るという楽し
さを知り、刺繍

ししゅう

で絵を描くことに自然に入っていくことができました。
平成22年１月、段家待望の長女心春（写真右）が誕生。長女が成長して１
歳の頃はこういう感じの女の子になっているといいなと、楽しみながら刺繍
を作りました。
最近では、刺繍のほかに消しゴムはんこやフェルトのぬいぐるみを作って
います。（表紙の刺繍作品と一緒に写る心春さんの写真は、平成22年4月に
段さんが撮影しました）

今月の表紙

実
証
運
行
快
速
バ
ス

「
う
ら
ら
」
号
の
ダ
イ

ヤ
改
正

県
立
館
山
聾ろ

う

学
校
幼
稚

部
入
学
者
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前
９
時
30
分

持
ち
物

タ
オ
ル
・
水
筒
・
歩

数
計

そ
の
他

運
動
で
き
る
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１
月
28
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　

蕁
36
│
１
１
５
２

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
安
房
郡

市
内
の
参
加
者
に
は
特
別
割
引

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
普
段
見

慣
れ
た
景
色
も
、
歩
い
て
回
る

と
ま
た
違
っ
た
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
き

３
月
５
日
（
土
）
・
６

日
（
日
）

コ
ー
ス

千
倉
中
学
校
を
出
発

し
、
５
㎞
か
ら
40
㎞
を
歩
い

て
千
倉
中
学
校
へ
戻
る
４
種

類
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
３
月
５
日
の
み
、
富
楽
里
出

発
で
、
千
倉
中
学
校
着
の
25

㎞
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費
（
割
引
後
料
金
）

大

人
１
０
０
０
円
、
高
校
生
５

０
０
円

申
込
方
法

商
工
観
光
課
、
支
所

へ
参
加
費
用
を
添
え
て
申
し
込

む
。

問
い
合
わ
せ

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
実
行

委
員
会
（
商
工
観
光
課
）

蕁
33
│
１
０
９
２

※
商
工
観
光
課
、
支
所
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

と
き

２
月
26
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

費
用

無
料
　
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

蕁
０
４
３
│
２
２
５
│
４
５
６
７

保
健
推
進
員
が
作
成
し
た

「
ふ
さ
の
く
に
歩
い
て
健
康
ま

っ
ぷ
」
を
用
い
て
行
う
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

初
級
編

２
月
８
日
（
火
）

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
周
辺
コ
ー
ス

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
リ
バ
ー

サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
、
安
房
拓
心
高

校
を
経
由
し
、
自
転
車
道
を
歩

き
ま
す
。（
約
３
・
５
㎞
）

集
合
場
所

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

公
園
内
と
き
め
き
プ
ラ
ザ

駐
車
場

中
級
編

３
月
４
日
（
金
）

と
み
う
ら
散
策
コ
ー
ス

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
法
華

崎
遊
歩
道
か
ら
豊
岡
海
岸
・
原

岡
海
岸
を
歩
き
ま
す
。
（
約

５
・
４
㎞
）

集
合
場
所

と
み
う
ら
元
気

倶
楽
部

雨
天
は
、
ど
ち
ら
も
室
内
で

の
運
動
と
な
り
ま
す
。

定
員

各
コ
ー
ス
30
人（
先
着
順
）

集
合
時
間

各
コ
ー
ス
と
も
午

気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者

地
元
住
民
特
別
参
加
割
引
あ
り

第
21
回

南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー

チ
大
会
参
加
者

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

そ
う
だ
ん 

そ
う
だ
ん 

労
災
職
業
病
な
ん
で
も

相
談
会

暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 

「
う
つ
」
を
疑
う
サ
イ
ン
　
自
分
編

自
分
が
気
づ
く
変
化

悲
し
い
、
憂
う
つ
、
沈
ん
だ
気

分
／
興
味
が
わ
か
な
い
、
楽
し
く

な
い
／
疲
れ
や
す
い
、
元
気
が
な

い
／
何
も
す
る
気
が
し
な
い
／
人

に
会
い
た
く
な
い
／
寝
つ
き
が
悪

い
／
夜
中
や
朝
早
く
目
覚
め
て
し

ま
う
／
食
欲
が
な
い
／
朝
方
や
休

み
明
け
に
調
子
が
悪
い
／
心
配
ご

と
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
／
失
敗
な

ど
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
／
物
ご
と

を
悪
い
方
へ
考
え
て
し
ま
う
／
自

分
が
役
に
立
つ
人
だ
と
思
え
な

い
／
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
な

ど
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
毎
日
続

い
て
い
た
り
、
生
活
や
仕
事
に
支

障
が
出
て
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な

っ
て
い
る
と
き
は
対
策
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

自
分
に
で
き
る
こ
と

①
医
療
機
関
（
精
神
科
・
心
療

内
科
・
か
か
り
つ
け
医
な

ど
）
に
相
談
し
て
み
る

②
体
を
休
め
る

早
め
の
対
策
が
症
状
改
善

に
効
果
的
で
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　

蕁
36
│
１
１
５
１

コ
コ
ロ
の
ミ
ニ
情
報
№
2

昨年の様子

●電話お願い手帳。12月15日（水）、NTT東日本
木更津営業支店から市に寄贈されました。手帳
は、本庁市民課、三芳分庁、支所にあります。
耳や言葉の不自由な人が、電話をかけたいとき
にお使いください。



総人口（－44） 
43，145人 

男（－21） 
 20，674人 
女（－23） 
 22，471人 
世帯数（－6） 
 17，167世帯 

出生 14人 

死亡 66人 

転入 76人 

転出 68人 

人口の動き （平成23年1月1日現在） 
（　）内は前月比 

携　帯
サイト

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを送信してください
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徳
川
時
代
の
む
か
し
、
一
万
石
の
酒
井
さ
か
い

侯こ
う

（
勝

山
藩
）
に
服
部
は
っ
と
り

と
い
う
剣
術

け
ん
じ
ゅ
つ
指
南
し
な
ん

が
お
り
ま
し
た
。

そ
の
服
部
は
、
剣
術
の
腕
前
が
た
い
そ
う
優
れ
、

房
州
で
は
並
ぶ
者
は
無
い
と
言
わ
れ
た
せ
い
か
、

い
つ
も
勇
ま
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
徳

川
時
代
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
、
勤
皇

き
ん
の
う

（
皇
室

の
安
泰
、
隆
盛
の
た
め
に
尽
く
す
）、
佐
幕

さ
ば
く

（
江
戸

幕
府
を
佐た

す

け
る
）
と
、
房
州
の
諸
侯
が
意
見
を
異

に
し
た
と
き
は
、
自
ら
稲
葉

い
な
ば

侯こ
う

（
館
山
藩
）
の
陣

屋
攻
め
を
計
画
し
、

「
稲
葉
候
陣
屋
の
武
士
ど
も
は
、
自
分
一
人
に

お
任
せ
く
だ
さ
い
。
皆
殺
し
に
し
て
見
せ
ま
す
」

と
、
酒
井
候
に
言
上

ご
ん
じ
ょ
う
し
た
そ
う
で
す
。

や
が
て
世
が
徳
川
か
ら
明
治
に
移
り
ま
す
と
、

服
部
は
自
慢
の
剣
を
捨
て
て
、
平
群

へ
ぐ
り

の
米
沢
村

よ
ね
ざ
わ
む
ら

に

住
み
ま
し
た
が
、
お
も
し
ろ
い
話
を
残
し
て
い
ま

す
。あ

る
日
、
大お

お

久
保
く

ぼ

の
茶
畑
で
、
大
勢
の
人
が
騒

い
で
い
ま
す
か
ら
、
服
部
が
行
っ
て
み
ま
す
と
、

熊く
ま

ん
蜂ば
ち

が
巣
を
割
ら
れ
て
大
怒
り
、
人
び
と
を
追

っ
て
い
る
最
中
だ
っ

た
の
で
す
。

そ
れ
を
見
た
服
部

は
、
手
に
し
た
煙
管

き
せ
る

で
飛
ん
で
い
る
熊
ん

蜂
を
一
匹
残
ら
ず
打

ち
殺
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

第57話
生稲謹爾

「名剣士服部」

三芳小学校　
江渕菜々子さん

・作り方
①米は研いでから内釜より2㎜くらい下まで水を入れ、30分以
上つけておく｡
②①に酒、ツナ缶、しょう油、塩を入れ、軽くかき混ぜ、普通
に炊く｡炊けたら5分ぐらい蒸らしてから、おひたしの水気を
切って加え、混ぜてからよそう｡
③いりごまを手でもみながらかける（たくさんかけた方がおいしい）。

・材料（3合分）
米　3合、ツナの缶詰　小1缶、酒　大さじ1、しょう油
大さじ1、塩　小さじ1/2、菜花のおひたし（からしあえな
ど） 約200ｇ、いりごま（白） お好みで

地産地消運動2009
料理コンテスト
応募作品です

「春のかおり！菜の花ごはん」

長尾小学校
山口万里奈さん

分かけ、でき上がったら水気をふき、かたくり粉をまぶして
油で揚げる｡
②にんじん、玉ねぎ、エリンギは粗いみじん切りにする｡
③鍋を熱して、鳥ひき肉を入れてヘラで混ぜ、ポロポロになっ
たら、にんじん、玉ねぎ、エリンギを入れて調味料を加え味
をしみこませる｡
④汁気が残っているところに、水溶きかたくり粉を入れとろみ
をつける｡
⑤揚げ大根を皿に盛り付け、鳥そぼろあんを上からかける。

・材料（4人分）
鳥ひき肉　200ｇ、大根　1/3本、にんじん　1/2本、玉ね
ぎ　小1個、エリンギ　大1本、しょう油　大さじ5、かたく
り粉　小さじ3、砂糖・みりん　各大さじ2、水　適量

「コロコロ揚げ大根の
鳥そぼろあんかけ」

長尾小学校　
斉藤　遥奈さん

ャベツを千切り、いかを短冊切り、玉ねぎをみじん切りにす
る｡
②ボールに小麦粉とかつおぶしを入れて混ぜ、そこに水を入れ
さらに混ぜる｡
③②に長いもを入れて混ぜ、①で切った材料（菜花以外）を入
れてヘラで混ぜ、その中に卵を入れさらに混ぜる（卵を最後
に入れるのが、ふっくら焼きあがるポイント）｡
④ホットプレートに油をひき③を平らにして、かたくしぼった
菜花を上に乗せ両面焼く｡
⑤皿に盛り付け、たらことハバのりをのせマヨネーズをかける｡

・材料（2人分）
小麦粉　100g、卵　2個、長いも（じねんじょ） 100g、玉ねぎ
1/2個、キャベツ　適量、桜海老　30g、いか　1/2杯、ベーコン
50g、菜花（ゆでたもの） 10g、たらこ　10g、ハバのり
適量、マヨネーズ　適量、水　50cc、かつおぶし　少々

・作り方
①大根を2㎝角の、さいの目切りにして電子レンジ600Ｗで1

・作り方
①菜花をさっとゆで水にさらし、ベーコンを5㎜幅に切り、キ

「菜花のおこのみ焼き」

南房総食材使用 
～みんなで食べたい家族ごはん～ 第10回 
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有
料
広
告

Tel. 0470 - 47 - 5666

三浦建設株式会社住宅事業グループ 
〒299-2712 千葉県南房総市和田町海発1518-3

エムズホーム南房総 

エムズムズホ－ムにムに 
ご相談下相談下さい。 
エムズホ－ムに 
ご相談下さい。 

土地探しから、造成、新築、庭造りまで土地探しから、造成、新築、庭造りまで 土地探しから、造成、新築、庭造りまで 

館山市那古1672-117
（那古海岸通り） 

TEL 0470-27-5239

ファミリーレストラン 

法事
料理
 

3,0
00～

 
お祝い・ご法事 
各種宴会承ります！ 

送迎致します 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻担当／辻） 
※土※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団医療法人財団 鋸南鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
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房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 
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白浜小学校の新しい校章
発案　落合菜南美（白浜小5年）
灯台をモチーフに、周りの辺と角で

白浜の14地区を表しました。

富浦小学校の新しい校章
発案　出口彩乃（富浦町豊岡）

びわと葉を一つの花のようにデザイン
しました。
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